
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（雇用基金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）
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２　今後の事業の方向性

 概算事業費（B（A）+C）
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農学部

卒業生就農率(%)
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農学部

単位規定充足者率
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38,348
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今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

・「長野県農業大学校のあり方に関する検討会」報告を受け、就農率向上に向け「実践経営者コース」を新設するなど、平成26年度から新

たな体制でスタートする予定であり、平成25年度中に、新たな体制に向け準備を進める。

目標に対

する成果

の状況

・オープンキャンパス等を実施し定員の確保を目指したが、定員に対し83%の充足率に留まった。

・全学生の規程単位充足を目指したが、一部学生で規程単位に達せず、目標の96%に留まった。

・農学部卒業生の就農率は、37%で目標の93%に留まった。
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補正予算

60,925
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区　　分（単位：千円） 22年度

30,175

合計（A) 93,183

5,459

農業大学校施設整備費 直接

研修部費

66,168

目指す姿

現状

実科・研究科費 直接

事業内容

県が関与

する理由

■法令等義務

24年度24年度24年度24年度
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当初予算

23年度

7,488 4,092

62,076
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□内部管理

事　業　名 農業大学校費農業大学校費農業大学校費農業大学校費

・　オープンキャンパスや高校等への訪問を積極的に実施し、農学部総合農学科の定員充足率を100％とする。

・　質の高い講義・実習を実施し、農学部学生の規定単位充足者率を100％とする。

・　就農に向けた支援を積極的に実施し、農学部卒業生の就農率を40％まで向上させる。

S51 ～

（当初）

項目

9,867

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  

6,386

43,135

担

当

課

理論と実技を同時に学ぶ実践型の教育により、農業技術の高度化・経営の専門化に対応する知識・技術を修得させるとともに、寮生活や

自らテーマを定めて行うプロジェクト学習等により、他者との協調・自己の確立等の社会性を涵養し、２１世紀の農業・農村を担う優れた人

材を養成する。

1夢ある農業を実践する経営体の育成

■県でなければ実施不可　

実施方法

（当初）

H24

部局

nogi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

実施期間

事業番号 08 03 13

1-3 夢に挑戦する農業

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

農政部

E-mail

課・室 農業技術課

6,386

42,894

10,216

・県農大において、農業の担い手を育成するうえで必

要となる農業機械や施設の整備を実施。

○農業教育の拠点として、農業技術の習得と経営改善に対応できる能力を備えた農業の担い手を養成しており、平成24年10月29日現

在、農学部の学生は１４３人となっている。

○平成23年度卒業生は就農や農業協同組合、農業関連企業に就職し、卒業生の多くが本県農業の振興に寄与しているが、就農率は

38.8％と低迷している。

【左記の説明、根拠法令等】

農業改良助長法第７条の５において、農業後継者等に対し、技術及び知識

を習得させるための教育を行うことと明記

農業改良助長法（国）、長野県農業大学校条例（県）

長野県食と農業農村振興計画

（単位：千円）　

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

H25

直接 41,960

・新規就農者の技術力向上を目指し、里親前基礎研

修14名、営農チャレンジ研修２名、農業機械技術習得

研修910名を対象に研修を実施した。

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

H24事業実績

農業大学校運営費

10,350

・就農を希望する農家・非農家出身者に対し、講義や

実習により、農業に関する知識と技術の習得を図り、９

名の就農者を送りだした。

6,348

1,4295,235

（決算）

・生産基盤を持つ農家出身者を主体に、農業関係試

験場での実習を通じて栽培技術の習得を図り、19名の

就農者を送りだした。

直接

8,805

100%

合計

H25

目標

65,106 66,980

成果目標の達成状況
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